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重信中学校は、平成2 ・ 3年度文部省の指定をうけ、学校での コ ンビュ ー
タ利用等に関する研究に取り組んできました。 11 月 1 4 日は、四国の中学校
で初めての研究発表会が、同校と町民会館で開催されました。当 日は学校
ぐ るみで、すべての生徒と教師が、 パソ コ ンに何をさせ、どんな効果があ
り、どんな問題点があるか等、取り組みの研究成果を、県内外三百余名の
教育関係者参集のなか、 パソ コ ン 43台を利用して発表をしました。 生徒
達は、 パソ コ ンのハード ・ ソフトを自由に駆使し、 2 1世紀の情報化社会を
めざして真剣に取り組んでいました。

重コンピュータ
信 利用学習で
中 研究発表

型埜)
面積 100 . 59km'

人 口 20 ， 972人(+15) 
男 10 ， 036人(+15) 

女 1 0 ， 936人( 0) 

世帯数 6 ， 82 1 世帯( +12) 

一世帯平均 3.07人

人口密度 208 人

( )内は前月 比

(1 1 月 l 日 現在)

同和教育・・・・ ・ ・ . .. ...... . . ......10 

お知 らせ・ ・・ ・ ・ 一 一.. . . . . . . . . . ..11 

東温消防職員募集………一 12
IUT民カ レ ンター

文化祭 . . . . . . . ..8 ・ 9

児童手 当認定請求… ゥ
健康に関する標語 t 

第27 J白

臨時議会 っ
総合計画策定に伴う作文 中

国民年金 ・ 税務だより . . . . . .3

保健だより・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ . .. .... . . 4

年末年始の に
ごみと し尿処理 υ 

重信町社会福祉協議会
全戸会員制について ......6 
共同募金
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同
国
圃
圏

総
合
公
園
整
備
事
業
費
な
ど

一
億
千
七
百
四
十
五
万
円
を
補
正

圃国
第
七
十

一
回
重
信
町
議
会
臨
時
会

が
十
一
月
六
日
に
開
会
さ
れ
、
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
二
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

今
回
議
決
に
な
っ
た
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

0

0

 

0

一
般
会
計
補
正
予
算

O

総
合
公
園
用
地
購
入

一
一
五
、
0
0
0

千
円

私
た
ち
が
今
住
ん
で
い
る
重
信
町

は
、
四
季
の
変
化
を
確
実
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
の
よ
い
ま
ち
で
す
。

春
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
、

夏
に
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
蝉
の
声
、

秋
に
は
夕
方
に
な
る
と
赤
と
ん
ぼ
が

沢
山
飛
び
交
い
、
冬
に
は
少
量
で
は

あ
る
け
れ
ど
雪
が
降
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
に
私
が
通
っ
て
い
る
東
温

高
校
が
あ
り
ま
す
。
自
然
に
固
ま
れ
、

見
守
ら
れ
な
が
ら
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ

に
専
念
で
き
る
こ
と
を
私
は
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
重
信
町
に
は
よ
い

環
境
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
か
足
り

な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

そ
れ
は
、

二
十

一
世
紀
を
担
う

こ
と
の
で
き
る
建
物
や
施
設
が
足
り

O

中
島

町
台
風
災
害
見
舞
金

二
、

0
0
0
千
円

。
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

総
合
公
園
整
備
事
業
の
用
地
取
得

の
た
め
の
議
決
で
、
総
合
公
園
は
西

岡
地
区
に
計
画
さ
れ
、
取
得
面
積
は

十
て
万
八
千
五
十
七
平
方
メ

ー
ト

ル

取
得
費
は
総
頼
六
億
七
千
七
百
万
円

で
、
四
年
度
ま
で
に
購
入
の
予
定
、

施
設
概
要
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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さ

他
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
な
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
重
信
町
に
住
ん
で
い
る
以

上
、
住
民
と
し
て
意
見
を
述
べ
た
り
、

応
え
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

少
人
数
で
物
事
を
考
え
運
ぶ
の
で
は

な
く
何
か

一
つ
や
っ
て
み
よ
う
と

い
う
意
気
込
み
で
、
ま
ち
全
体
を
盛

り
上
げ
て
い
く
ぐ
ら
い
の
力
を
出
し

合
え
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
な
あ
と

思
い
ま
す

。

住
民
の

一
人
の
意
見
と
し
て
私
が

て

考
え
た

『

二
十

一

世
紀
へ
の
ま
ち
づ

く
り

』

と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
交
流
の
場
と

し
て
、

こ

の
豊
か
な
自
然
を
十
分
に

生
か
し
た
大
き
な
イ
ベ
ン

ト

会
場
が

あ
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す

。

理
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v

一
・
闘
は
、
い
ろ
い
ろ

ノ
純
リ
カ
ハ
一
な
人
々
を
迎
え
る

ー

ー
ー
ー

一
こ
と
に
よ
っ
て
交

E
-
-

一

-
一
流
を
深
め
、
こ
の

n
L
z
f

-

、
i
J
J・

-
一
ま
ち
の
よ
い
と
こ

芯

(
見
奈
良
)
一
ろ
や
自
然
に
閉
ま

れ
た
よ
い
環
境
を
日
で
見
て
、
実
際

に
感
じ
て
も
ら
う
、
」
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。
そ
し
て
活
気
の
あ
る
と
こ

ろ
に
し
、
若
者
ら
し
く
前
向
き
の
発

想
で
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
ゆ

き
た
い
も
の
で
す

。

長
年
の
ご
功
績
を

た
た
え
て

勲
七

元等
野 郵青
政色

中 事桐
務葉

一 宵章

下 三

林 さ
の5) ん

二
十

一
世
紀
は
も
う
そ
こ
ま
で
き

て
い
ま
す

。

私
た
ち
若
者
が
未
米
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、

-

人
の
力
だ
け

で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん

。

み
ん

な
が
力
を
合
わ
せ
て
、
住
み
や
す
い

場
所
、
親
し
み
の
あ
る
場
所
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

。

ま
ち

づ
く
り
に
は
、
施
設
を
設
置
す
る
と

い
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

一
人

­

人
、
重
信
町
の
住
民
で
あ
る
と
い
う

自
覚
こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
だ
と
、
今
、
改
め
て
思

い
ま
す

。

d
-

卜
.
附
一
紀
の
-

一鬼
伝
町
は

.

と
う
な

っ

て
い
る
の
か
、
夢
が
大
き
く
広
が

り
、
な
ん
だ
か
楽
し
み
で
す

。



国
民
年
金

ぷ、

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

の

人
生
八
十
年
時
代
と
な
り
、
ま
す

ま
す
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
、
し

っ

か
り
と
し
た
老
後
へ
の
備
え
が
必
要

と
な
り
、

「

年
金
」
が
大
き
な
交
え

と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
は
老
後
の
た
め
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
は
、

六
十
五
歳
か
ら

受
け
る
老
齢
基
雌
年
金
の
外
に
、
万

一
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
陣
害
者
に
な

っ
た
と
き

に
受
け
る
障
害
基
礎
年
金

や
、
死
亡
し
た
と
き
に
遺
族
が
受
け

る
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け

る
条
件
と
し
て
、
保
険
料
を
納
め
て

い
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
の
が
原

則
で
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
、
年

度
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
保
険
料
は
、
二
年
前
ま
で
で
あ
れ

ば
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
氏
年
金
の
制
度
は
、
働
く
附
一
代

が
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
る
「
此

代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
で
す

。

毎
月

A
Cち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て

い
く
こ
と
が
、
自
分
自
身
の
た
め
で

あ
る
と
同
時
に
、
国
民
年
金
制
度
を

守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
、
」

と
で
す

。

過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
な

~-y し報広(3) 

L

，
力

支
」
い
。

ニ
つ
以
上
の
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は

昭
和
六
十

‘
年
に
改
正
さ
れ
た
新

年
金
制
度
で
は
、
全
国
民
を
対
象
と

し
た
基
礎
年
金
制
度
を
導
入
し
、
「

一

人
に
-
つ
の
基
礎
年
金

」

を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

、

寡
婦
基
礎
年
金

か
重
複
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

厚
仲
T
.年
金

保
険
及
び
共
済
組
合
は

「
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
」

の
制
度
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

J
-

つ
以
ト
の
年
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
場
合
は
、
本
人
が
希
望
す
る

-

つ
の
年
金
が
支
給
さ

れ
、
他
の
年

金
は
、
支
給
停
止
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
り
ま
し
た
の
で
、

二
つ
以
上
の
年

金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
は
、

「
選
択
申
出
書
」

の
提
出
が

必
要
で
す

。

提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
の
支
払

い
が
保
留
に
な

っ
た
り
、
共
済
組
合

等
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

過
払
い
が
発
生
す
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

届
け
は
速
や
か
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
い
こ
と
は

松
山
市
朝
生
田
町

一
二
一
一

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所

宮
⑩
2
1
4
6

今

一
度
確
か
め
て
み
て
く
だ

r , 

所
得
税
の
過
不
足
を
チ
ェ

年
末

ツ
ク
す
る

調

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー

ナ
ス
か
ら
蝋
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
源
泉
徴
収
は
、
「
給
与
所
得
の
悦
泉

徴
収
税
制
表
」
に
本
づ
い
て
行
わ
れ

ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
年
に
納
め
る

べ
き
税
制
聞
と
は

一
致
し
な
い
の
が
ふ

つ
う
で
す
。

そ
の
た
め

、

こ
の
過
不

足
傾
を
精

算
す
る
年
末

調
整
が
必
-
安

に
な
り
ま
す

。

整

ほ
と
ん
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

こ
の
年
末
調
整
で
そ
の
年
の
納
税
が

完
了
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
年
末
調
整

は
H

確
定
申
告
に
代
わ
る
大
切
な
手

続
き
u
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
年
末
調
帥
絞
め
手
続
き
を

も
う

二
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
ト
ラ
ブ

ル
の
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

。

年末調整の 4 大チェック・ポイント

控除の種類 内 営，去ヨ「、

今年、結絡や 1 1'"定、就職などにより、 il ーの I-I~ j企で

扶養控除等の 1'1 - ' f:, 
扶養組依の数などに異動があ った場合、 年末制.~.'，~

に / 1.1]に介うように「給 与所側おの扶養技除等 (興

動)申告書 」 を勤務先に十足 11'，します。

配偶者特別持除の申告
配偶者特別控除制度により、 35 万川の-t~/徐が年末

調整で受けられます。

社会保険料位除、小規模企業共済等掛金岐除、ノt

保険料控除等の申告 命保険料控除、 J員害保険料 f:q; /徐が年末調整で受け

られま す。

最初の年は催定申告で、 2 il・白からは年末調整で

住宅取得等特別枠除、
控除を受けることができます。 ただし、年間所得

金制が所定の金傾(居住した"F rJにより異なりま
または住宅Ifíl.得特別Jt~

す)を F也える場合、今年の 1 2rJ 31 日まで引き続き
除

尉住していない場合は、災害や死亡など特別のf~l

由がないかぎり控除は受けられません。

給与所得控除額

1 ， 065 ， 000 /可

1 ， 295 ， 000P~ 

1 ,495 , OOO/-lJ 

給与の収入金額

300万 /']

400)j同

500)j円

そのほか、サラリ ーマンの場合は、
勤務に伴う必要経費などの概算位除と
して「給与所得J宅除」が受けられます。
その一例を示すと次のようになりま

す。

土
地
や
建
物
を
売
買
し
た
年
の

固
定
資
産
税
は
・

土
地
や
建
物
を
売
買
し
た
場
合
、

そ
の
年
の
同
定
資
産
税
は
、
誰
が

、

負
相
す
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
、
と

い
う
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す

。

岡
山
疋
資産
税
は
、
課
税
す
る
年
の

一
川

一
日
現
在
、
そ
の
閲
定
資

産
を

所
有
し
て
い
る
方
に
対
し
て

一
年
分

の
納
税
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
た
が

っ

て
、

一
月

二
日
以
降
に

所
有
権
が
移
転
し
て
も
、
所
有
期
間

に
応
じ
て
月
割
り
で
課
税
し
た
り
、

買
っ
た
方
に
納
税
通
知
書
を
送
っ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

。

ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

売
買
等
の
際
に
は
、
当
事
者
間
で

税

金
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す

。

第4 期

第 7 期

固定資産税 第 3期

国民健康保険税 第 6期

簡易水道使用料 10 ・ 11 月分

12 月の納税

来月は

町県民税

国民健康保険税
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一 て 持場日 と リ 希

園圏容
持料対場 日

震 1予二 望者 参下当 参 お ア三
期 期 接 さ日 品所時 り ・種 防種

品金象所 時
一一一~ ，--ん「 種 し、の 行 破混 てコ

接混 lま て日にノ〈調 エ健 無住堀 9 2 日
射年 一 注 3 方 。お li): 重下 い 傷合 I白 常つラ理プ康 民 j也 時 月を 1 期射週法 畳子信記 ま風( 種合 圧 のいシ実 ロ 子料の公 30 3 り品し l のを 1 の手町のす )ニ
ま年 3 し 8 {本 IP.長民と 。予 種 i疋をNIJ 健てス習ずJ刊/ 帳 方民分 日 料 i
す半田ま週 ì8i ・ 全お 防 混破ジ百 康の 館 I (月)

。後目す間 を印館り 接 合 フ日
管 と試あタ 12 E里目

Q�' 理 れ食れッ H寺 講告に終。隔 ìNIJ 鑑 種 11 傷i テ L 、 lこ fこ ば ノ、
1 r で つ をジ リせ ま

30 習ー食 便利| 分回後 3 て 次 フ風アき す い事
j主 I 回 、2ー皇 の テ

。 ~ 

11 11 叫 1111 傾 [川相) 傾 (吋組}

貧血者教室のご案内'r成 1 '1 1 '，世 )(.'1:. 711 I 11 - ・ I~I主 κ'1
。 今川町 崎混合町村

11"111 1 111011 耐 'H主 ZMMSI= 組世で. す でに(1 11
IMJI -nn 1211 引 11'1・ま札町山 せ主にかかった児

貧血症は、今年の成人病健診で見つかった病気のうち、21"111 2115111"" 
:11"11'1 2 11 2" 11 1剖 且 U< ，争本湖のよ披峰山

。 ; 字以1-， -6才阜i両で

11111をま棺傾向児 2 番目に多い病気です。 (※ l 番多い病気は高血圧症)
I 制:1 1"111軒 f 後 I 'f--I 't 。 11111 で '， !.óを保持

ほとんどの方は、軽い貧血症で、毎日の生活や食事で
'Hま 2 叫

した児
日制l :1 1126 川村 下町 I~ υ 5 -t {i IJ、 1111 1-.， <; 十分子 |坊できます。-2 世午、F

-I' -"i曲で傾向日制
品 U'5 -F6か 11 点満町よ拍H!~

をよ掩傾向山 貧血がどういった病気か学び、生活を見直す場として

ごくまれに、副作用が出る場合がありますが、 下記の通り貧血者救室を開催します。貧血症の方や、貧

現在の医学では予測できないことです。 血に関心のある方、また貧血検査を希望する方はふるっ

ご不明な }A( は 、 役場 ・保健婦までご連絡下さい。 てご参加下さし、。

fi@l2001 (内線 311 ・ 312) 〈料金〉 無料

予防接種の重複事故を未然に防ぐため、当日母子 〈持参品〉 i，ij1:}表手帳

手帳の提示がない場合は、接種を {干し、ません。 〈申し込み方法〉

母子手帳を必ずご持参ください。 2 FJ 3 日までに保健婦まで申し込んで下さい。

(fi( 2001 内線 311 ・ 3 1 2)
破傷風 ジフテ ア 百日せき ※希望者には、 l 回目 (2 月 7 日)に貧血検宣を1T~、ます。
むがこ 〈制j~ I話 状的〈収~jt とが w が附EH 1 | 廊 い続けか病~\ 料金は463円です。(自己負担)い リな 11 でよ. ヵe あの i にジ た状いわ

まけすまリの b す うしジ あリ Iゴにジ i帥市l フ f主て" 11 リの
寸ぃ ‘ 111 ら L !(!.)、刊んな〈 +矧'11 

111[t< 11 11 置付時1111 同11眠時1111 J品 Ji)( l付 存 論自制

。れつ 即11割 uな!:<カわf7テ る・ 心るさ かかテ7 カダテリ
2 月 7 日 日 目的札検 í'ì: (晶ち世1\ 1

んそいはが れ '1 臓、リリ 1t ア 1.: 1 の熱は 幽
I:C:W-I'!:()() ).I:OO-1S::W 町民企館

つ措 i~irK 血に勺いて J
l主帥

則的で.佼 'f' 1" 7 にはアは ぃ γ ひも
に後け 11 人 。品・は 怖さのはる ~L に H どあ J昔曲 2 月 14 日

、 品川{

亡 ~;I いが Mしt 附 Å' ';ffけどi}) ，..児 i古般J主 L 、リ 2 U::JQ-14:0(J 1.I:OO-I:')::iO 町民全自1 'It血目 的 fI '，常')'j，\
活葺 t

< í亙れあ 艇の幼 が淳司児とに リ 咳まの 岨
品U宜 'li <n i L ff.点』

保健掛

むしんけ 1すh が i量児 銭円編・が t ま咳 がせか
るすまカ， 1ニ j' 1 1'に る絞み'世干 11弓!i "( すが主んぜ 2 月 19 日 湖町Ii符且日;，t宜
人お 〈る もi'， え事こ tk ・ 鼻 。 続な 。 と

刷
9::¥0-10:00 IU:OO-12:30 町民全館

r首胤 f防止J
止葺 t

ぶの, -f' し幸良広

成
人
病
健
診
結
果
報
告
会
よ
り

ー
ー

自
分
で
で
き
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

|
|

と
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

左
表
を
参
考
に
し
て
、

一
度
自
分

で
お
た
め
し
下
さ
い

。

成
人
病
健
診
結
果
報
告
会
を
、
去

る
8

月
か
ら
叩
月
に
か
け
て
、
各
公

民
館
で
実
施
し
ま
し
た
。

成
人
病
健
診
受
診
者
は
仰
名
で
、

そ
の
う
ち
報
告
会
の
参
加
者
は
川
名

で
し
た
。

今
年
の
報
告
会
の
テ
ー

マ
は

「
自

分
で
で
き
る
健
康
チ
エ
y

ク
」
で
す
。

健
康
の
基
本
は
規
則
正
し
い
生
活

を
送
り
ス
ト

レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
は
簡
単
な
よ
う
で
難

か
し
い
こ
と
で
す
。

自
分
の
生
活
が
「
い
い

一
目
だ
っ

た
」

と
い
、
え
る
か
見
直
し
て
み
る
こ

4際、一
/ これ， J 3年 ， l

( 健官舎是費11 ';}'((

( \1 け'd:"
\、、 /戸、

被W

きのうは健康な 1 日でしたか?
①前の自の疲れもとれて、判の寝起きはさわやか

「つだった

②朝の歯磨きで、 l位が出たり、水がしみたりしな

円かっ fこ

③洗面所の鋭の中の自分の顔色は、いつもと変わ
ト一一一

りなか っ た

④朝ごはんをゆったりとおい しく食べた

⑤よい便通があった

⑥気持ちよく仕事に出発でいきた

⑦急いで歩いたり、駅の階段を張っても息切れや
トーーー

どうきなどなかった

③仕事は順調で、 イフイフすることはなか っ た

⑨昼食もゆっくりパフンスのよい食事をとった

⑬昼休みが卜分に取れ、経い運動をした

。 1 日中、タノ〈 コ を 1 本いl及わなかった

⑫アルコールを飲みすぎなかった

⑬ぬるめのお風呂にゆっくりはし、った

⑪充実 した 1 日だ っ たと感じた

⑮ぐっすりとよく眠れた

/山

大変健康です

まあまあです
少し問題があリます

大いに問題があります
病気かも知lれません
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八木耳鼻咽喉科

皮膚科医院

~' の

花
粉
症
あ
れ
こ
れ

'1' 

毎
年
二
月
に
な
り
ま
す
と
花
粉
症

で
お
悩
み
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す。

近
年
患
者
さ
ん
の
数
が
急
増
し
て
い

ま
す
し
、
こ
の
時
期
に
は
マ
ス
コ
ミ

も
取
り
上
げ
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
相

当

な
知
識
を
お
持
ち
と
思
い
ま
す
が
、

患
者
さ
ん
と
話
し
て
い
ま
す
と
、
充

分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方
も
多
々

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

。
今
回
は

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
花
粉
症
に
つ
い

て
書
い
て
み
ま
し
た

。

ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
簡
単
に

言

い
ま
す
と
、
体
に
入
っ
て
来
る
様

々
な
異
物
を
排
除
す
る
防
御
反
応
な

の
で
す
が
、
そ
の
症
状
が
個
人
に
と

っ
て
は
不
快
な
も
の
に
な

っ
て
い
る

の
だ
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

鼻
炎
に
つ
い
て

一
高
い
ま
す
と
、

空

気
中
に
漂
う
も
ろ
も
ろ
の
異
物
が
鼻

の
粘
膜
を
通
っ
て
体
の
内
に
入
っ
て

米
ま
す

。

こ
れ
に
対
し
て
体
が
抗
体

し報広(5) 

拓

と
い
う
も
の
を
作
り
ま
す

。

同
じ
異

物
が
次
に
入
っ
て
来
た
と
き
、
抗
体

は
異
物
に
く

っ
つ
い
て

異
物
が
入
っ

て
米
た
こ
と
を
認
識
し
、
色
々
な
防

御
機
構
に
対
し
て
、
」
れ
を
排
除
す
る

よ
う
に
働
き
か
け
ま
す
。
俗
に

H

ア

レ
ル
ギ
ー
の
体
質
々
と

言
っ
て
い
る

の
は
、
こ
の
抗
体
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を

言

い
ま
す

。

そ
こ
で
体
は
こ
の

異
物
を
排
除
し
、
鼻
に
入
り
に
く
く

す
る
よ
う
に
反
応
し
ま
す
。
そ
れ
が

鼻
炎
の
三
大
症
状
な
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
く
し

ゃ

み
で

異
物
を

吹
き
飛
ば
し
、
鼻
水
で
洗
い
流
し
、

粘
膜
を
腫
れ
さ
せ
て
、
鼻
を
閉
じ
て

異
物
の
侵
入
を
防
ぐ
、
鼻
閉
で

す
。

こ
の
よ
う
に
体
に
と
っ
て
は
大
切
な

反
応
な
の
で
す
が
、
非
常
に
不
快
な

症
状
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

花
粉
症
と
言
う
と

一
般
に
は
ス
ギ

が
有
名
で
す

。
ス

ギ
以
外
に
花
粉
症

は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

も
た
く
さ
ん
い
ま
す

。
ス

ギ

の
花
粉

に
そ
の
理
由
か
あ
る
の
で
す

。

ス
ギ

は
風
媒
花
と
言

っ
て
、
そ
の
花
粉
は

風
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま
す

。

特
に
ス

ギ
は
何
十
川
も
飛
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

戦
後
、
成
長
が
早
く
、
建
材
に

適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ス
ギ
の
植
林

が
進
み
、
周
囲
の
山
は
ス
ギ
だ
ら
け
、

こ
の
ス
ギ
が
今
、
花
粉
を
多
く
つ
け

る
樹
齢
に
な
っ
て
い
ま
す
。
風
向
き

に
よ
っ
て
花
粉
が
町
に
降
り

注
い
で

来
る
の
で
す
。
こ

れ
が
ス
ギ
の
花
粉

症
を
有
名
に
し
た
理
由
で
す
。

(
次
号
へ
つ
づ
く
)

八木院長① 

一
年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
と
し
尿
処
理
一

ゴ
ミ
の
収
集

年
末
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
十
二
月
三

十
日
で
終
り
ま
す
。
年
始
は
、

一
月

四
日
か
ら
収
集
し
ま
す
。

十
二
月
三

十
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
の
四
日

聞
は
各
家
庭
で
保
管
し
、
そ
の
聞
は

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
で
下
さ
い

。

ゴ
ミ
の
中
に
不
燃
物
(
空
缶
、
ス

プ
レ
ー
、
ビ

ン
類
等
)
を
入
れ
る
と

収
集
の
際
、
大
変
危
険
で
す
の
で
、

ゴ
ミ
と

不
燃
物
と
は
必
ず
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
て

下
さ
い
。

年
末
の
し
尿
の
く
み
取
り
は
、
十
一

一
一月
三
十
日
で
終
り
ま
す
。
十
二
月
一

は
全
地
域
を
毎
月
の
く
み
取
り
日
程
一

よ
り
早
め
に
し
て

二
十
五
日
で
予
定
一

を
終
り
、
残
り
五
日
間
で
特
に
年
末
一

く
み
取
り
を
要
す
る
と
こ
ろ
の
整
理
一

を
し
ま
す
。
一

年
始
は
、

一
月
四
日
か
ら
始
め
ま
一

す
。
毎
月
の
日
程
よ
り
少
し
遅
れ
ま
一

す
が
、

一
月
末
ま
で
に
は
予
定
を
完
一

了
し
ま
す
か
ら

よ
ろ
し

く
ご
協
力
を
一

お
願
い
し
ま
す
。

し
尿
の
く
み
取
り

回収日 回 収 地 区

25 水 不燃物回収 12時-18時金物 ・ プラス

チック士見

26 木 樋口 ・ 横河原 ・ 志津川・ 西岡
12 旧窪(西) ・ 牛法IJ. 南野田 ・北野田
27 金

新村 ・北野台団地 ・ 播磨台団地

見奈良 ・ 下林・上林 ・ 上村 ・田窪団地

28 土 田窪(東) ・ 愛大医学部重信宿舎
月

粗大ゴミ回収 午前10時まで 下記参照

29 日 休み

30 月 樋口 ・ 横河原・志津川・西岡

31 火

水
f木み

く〉ゴミ集積場は
2 木 いつも清潔に
3 金

4 土
見奈良・下林・上林・上村 ・ 田窪団地

月 田窪(東) ・ 愛大医学部重信官舎

5 日 f木み

6 月 樋口 ・ 横河原 ・ 志津川・ 西岡

因回国固圃
-12 月 28 日 (土)午前10時一

回回収する粗大ゴ ミ
テレビ・冷蔵庫 ・洗たく機・自転車 ・ ミシン・ベソド・机・
イス ・ ふとん ・ じゅうたん等家庭から排出される大塑コミ

固注意事項
炉一般ゴミ・不燃物(カン・ビン矧)は排出しないでドさ

砂 ゴム ・ ビニ ール製品等事業所から排出される産業Wf楽
物は [ìd くお|析りします。

町内

固

域一全

圃
粗
大
ご
み
回
収
場
所

次の回収日は 3 月 28 日 (土)です。

上下 上 新北北南 上 播牛 牛 回目 見西 ゴ，c.ゴ、 績樋 山 地
野 樋 磨 j湖 窪
台野野

団 品団 団
~ t幸 i可 之

団
内区村林 林 村地 岡田 地 池地 湖 地 窪 良岡 )11 原口

農協2 下林5 蔵お 農協支 集会 野 北牛 公ポ犠公 遊園集荷 公池公 八志 一 公 荒
置ん

集荷場悶
東洲 民ン 池民 民ノ民反 i章 松本館民 木

所横僑じ 所所横 入団 館プ公館地場館下館地川 谷
口地 南室 民 "'J yふx‘ 墓グ 西 ，、. 

北所 南 駅側横健 民 地ラ fP'IJ ス
fH~ {剣 館 南ン 停

f東P，IJ ド
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重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

全
戸
会
員
制
の
実
施
に
つ
い
て

(6) 

平成 3年度
募金実績

地区名 募金猟

山之内 40 ,000 

悩 口 111 , 400 

機 i可 l京 217 ,000 

志添川 183 ,000 

八反 J也 84 ,800 

西 同l 92 , 600 

f晶庫告白岡地 38 ,800 

比奈良 162 ,000 

問 i笠 321 , 900 

1'13 窪団地 72 , 000 

牛 1剃 101 , 200 

立国 i也 33 ,800 

ト樋 lすIJ也 43 ,400 

牛洲 l司 I也 19 1,400 

南聖子 f:8 69 ,800 

北野間 41 ,600 

北野台凶1也 22 ,800 

事庁 村 39 ,700 

林 83 ,200 

-F 林 123 ,400 

t 十I 48 ,000 

百十 2 , 121 ,800 

聡I長パ ッ チ募金 511 , 500 

法人募金 438 , 300 

その{也

メ口¥ 3 , 071 ,600 

ぷ、

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住

民
参
加
の
社
会
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
、
昭
和
五
十

一
年
八
月
に
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
国
の
認
可
を
受
け
て

今
日
ま
で
社
会
福
祉
の
推
進
に
取
り

組
み
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。し

か
し
、
今
後
の
高
齢

化
社
会
の

進
展
に
対
応
し
、
き
め
細
か
な
社
会

福
祉
を
推
進
す
る
た
め

「

全
戸
全
員

制
L
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の

「

全
戸
会
員
制
」

と
は
、
社

協
の
一
員
と
し
て
年
会
費
二
百
円
を

の,t ' し

募/言

ヤ同

納
入
し
て
い
た
だ
き
次
の
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
概
要

一 、

老
人
福
祉

付
独
居
老
人
に
対
す
る
家
庭
奉

仕
員
の
訪
問
活
動

独
居
老
人
対
策
事
業

(
愛
の
訪
問
活
動
)

敬
老
の
家
事
業

ね
た
き
り
老
人
介
護
人
手
当

の
支
給

入
浴
乾
燥
車
の
運
行

(コ個)(ヨ回

(六)

ね
た
き
り
老
人
に
対
す
る
紙

お
む
つ
の
支
給

二
、
身
体
障
害
者
福
祉
(
在
宅
陣

害
者
に
対
す
る
援

助
活
動
)

三
、
母
子

・

父
子
福
祉

四
、
低
所
得
者
福
祉

付
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

五
、
心
配
ご
と
相
談
事
業

六
、
各
種
実
態
調
査

七
、
県
民
た
す
け
あ
い
総
参
加
運
動

の
推
進

八
、
太
陽
の
お
母
さ
ん
運
動
の
推
進

九
、
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
の
協
力

十
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
と
育
成

3
、

0
7
1

、

6
0
0

円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
3

年
度
共
同
募
金
運
動
は
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意

は
、

地
域
福
祉
活
動
の
援
助
、
社
会

福
祉
施
設
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。
各
地
区
、
職
場
、
法
人
な
ど
で

多
額
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

こ
と
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に

、

今

後
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

歳末だすけあい運動

地域でccえあう

明るりお正月

「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」

に
ご
協
力
を

「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」
(
主

催
日
本
赤
十
字
社
・
日
本
放
送
協

会
・
N
H
K

厚
生
文
化
事
業
団
)
が

本
年
も
ロ
月
お
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
義
援
金

は
、
ア
ジ
ア

・

中
東
・

ア
フ
リ
カ

・

中
南
米
等
の
発
展
途
上
国
の
恵
ま
れ

な
い
人
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

義
援
金
の
受
付
窓
口

N
H
K

各
放
送
局

・

各
郵
便
局

・

各
金
融
機
関

・

農
業
協
同
組
合

・

漁
業
協
同
組
合

・

日
本
赤
十
字
社

各
支
部

念
特の交通安全県民運動

1 1 1111 111 1 11 111 1 1 11 111 1 1 11 1111 1 1 11 11111 1 期間 1 1 111 1 111 1111111 1 1111 11111 111111111 1111 1
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1 1 1 1111 1 1 1 1 11 1 1 1 1 11 1 1 1 111111 1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 スローガン 1 111 111111 1111 1 1 111 111 1 1 1 11 11 11 1 111111 11

ベルト締め無事故で年末 笑顔で年始



報

健
康
に
関
す
る
標
語

入
賞
者
決
定

ぶ

佳
作

北
吉
井
小
五
年

H

五
年

川
五
年

H

六
年

南
吉
井
小
五
年

川
五
年

健
康
に
対
す
る
意
識
啓
発
の
た
め
、

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
町
内

の
小
学
五
・

六
年
生
、
中
学

一
・

二

年
生
を
対
象
に

「

健
康
に
関
す
る
標

語
」

を
募
集
し
ま
し
た
。
多
数
の
応

募
が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、
次
の
と

お
り
入
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

小
学
生
の
部

の

特
選毎

日
の
く
ら
し
が
健
康
つ
く
っ
て
る

拝
志
小

六
年
松
本
哲

~t' 

入
選

北
吉
井
小
五
年

H

五
年

川
六
年

川
六
年

H

六
年

南
吉
井
小
五
年

H

五
年

川
六
年

六
年

五
年

し広

拝
志
小

(7) 

池
田
磨
魅

磯
金

礼
子

大
西
達
也

山
岡
愛

大
西
倫
紀

東
由
桂

東
慶
太
郎

今
井
昌
彦

大
西
由
美
子

野
中
学

木
原
美
紀
子

尾
山
絵
里

古
茂
田
武

昌

宮
内
智

子

藤
原
雄
彦

門
野
真
弥

/1 

五
年

五
年

五
年

五
年

六
年

/1 /1 /1 /1 

葛
原
智
則

由
井
智

子

大
北

正
人

桐
野
由
紀
子

佐
々
木
加
奈

上拝
/1 林 H 志
小小

中
学
生
の
部

特
選つ

く
ろ
う
よ
明
る
い
笑
顔
と
健
康
を

重
信
中

二
年
渡
部
真
美

佳
作

重
信
中

入
選

重
信
中

/1 /1 /1 /1 /1 /1 /1 /1 

年年年年年年年年年年

伊日河形井木 川 和 池池
賀野本岡門村田田本 川

弓愛 祐弓 安奈
子子佳真子聡誠歩希美

/1 

六六六六五
年年年年年

片 山 菅石河
岡内野丸野
み

ゆ i告淳 剛 未
き 一 弥士来

年年年年年年年年年年年年年年

向
井
英
喜

近
藤
雅
恵

松
本
純
子

和
食
妙

平
岡
文
広

下
土
井
洋

一

高
村
弘
幸

井
上
純

一

高
野
沙
織

高
橋
香

高
須
賀
永

池
川

奈
緒

藤
田
品
子

露
口
恵
美

/1 /1 /1 /1 /1 H /1 /1 /1 /1 /1 /1 

平成 4年 1 月 1 日から

老人保健の自己負担金が

変わります

老人の方が医療機関の窓口で支払う

|一部負担金が次のように変わります。

平成 3 年12 月末 平成 4 年 1 月 1 日
まで(現行) ~平成4年度まで

外 800円/月 900円/月来

入 400円/ 日 600円/ 日F完

その他、お問い合わせは、 役場住民

課・老人医療係まで。

宮⑩2001 内線 232

児
童
手
当
の
認
定
請
求
は
お
済
み
で
す
か

平
成
4
年
1

月

1

日
か
ら
児

童
手

当

制
度
が
改
正
さ
れ

一
人
目
の
子
ど

も
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま

し

た
。
支
給
対
象
と
な
る

一

人
目
の
子
ど
も
は
、
平
成

3

年
1

月

2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
で
す

。

現
在
認
定
請
求
を
受
付
中
で
す

。

該
当
す
る
方
は
、
役
場
厚
生
課
ま

で
お
こ
し
下
さ
い

。

な
お
、
ロ
月
末
日
ま
で
に
認
定
請

支
え
合
う
社
会
、
理
解
あ
る
心

身
体
障
害
者
福
祉
週
間

由
1
2

月

9

日

1
1
5

日
・

が
衰
え
て
障
害
が
で
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る

現
在

、

こ
う
し
た
方
々
が
増
え
て
い

ま
す
。

陣
害
を
も
っ
人
の
問
題
を

考
え
る

う
え
で
大
切
な

事
は
、
降
害
を
も
た

な
い
人
も
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
考
え

、

理
解
す
る
こ
と
で
す

。

刷
一
J弾
J
P

一岨

み
な
さ
ん

「

身
体
障
害
者
福
祉
週

間
L

を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
週
間
は

、

昭
和
田
年
の
国
際

障
害
者
年
を
記
念
し
、

「
陣
害
者
の

日

」

が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
ロ

月

9

日
か
ら
1

週
間
を

「

身
体
障
害

者
福
祉
週
間
」

と
し
た
も
の
で
す

。

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
約
四
百
万

人
以
上
の
人
が
心
身
に
障
害
を
も

っ

て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す

。

障
害
を
も
っ
て
い
る
人
の
な
か
で
、

視
覚
・

聴
覚
・

手
足
な
ど
体
に
障
害

を
も
っ

人
は
二
百
四
十
万
人
以
上
に

上
り
、
病
気
や
交
通
事
故
な
ど
が
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す

。

病
気
や
事
故
は
、
だ
れ
に
で
も
起

こ
り
う
る
こ
と
で
す

。

い
ま
障
害
を

も

っ
て
い
な
く
て
も
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
障
害
を
も
た
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
を
と

っ

て
か
ら
体

求
さ
れ
た
方
は
、
所
得
限
度
額
を
超

え
な
い
限
り

1

月
分
よ
り
支
給
さ
れ

ま
す

。
既
に
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方
は
、
制
度
改
正
に
伴
い
1

月
分

よ
り
自
動
的
に
金
額
変
更
致
し
ま
す
・

の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は

厚
生
課
で
お
尋
ね

下
さ
い

。

宮
⑪
2
0
0
1

内
線
制
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童
謡
の
会

匡司

圏

圏
ー

- -・

文

回T

安茎
ノー，、

重

イじ

第27回

( 11 月 3 日 ~4 日)

- わたしの町の文化祭 '91 -

圏

舞
踊
部
門

画

圏

園

先生

EE 

平

涙・感銘・爆笑を誘った

「征平の人生エ ッ セイ」

征

E量

原桑

回園

コ
司

1
9

F

 

，~ 

i I ~." 、

.11 

圃

置

圏

屋司

~--:-- ~)ネ鈴J苧

一
鬼
灯
や
強
気
捨
て
れ
ば
胸
寧
し

一
丸
噛
り
す
る
青
春
の
リ
ン
ゴ
か
な

一
倖
せ
の
鐘
澄
み
渡
り
秋
日
和

一
胡
麻
を
叩
い
て
六
十
才
の
証
生
日

一
百
姓
の
醍
醐
昧
小
豆
鈴
生
り
に

一
川
柳
特
選
ニ
句

一
子
の
寝
顔
い
い
夢
ば
か
り
見
て
る
よ
う

一
動
か
な
い
証
拠
掴
ん
で
か
ら
動
く

一
短
歌
特
選
五
句

一
布
の
造
花
古
り
た
る
ま
ま
の
窓
辺
な
り
亡
き
友
と
寄
り
し
小
さ
き
カ
レ
l

店

中
原
倫
子
(
志
津

川
)

一
獅
子
舞
の
太
鼓
に
合
す
わ
が
少
年
す

早

き
足
に
秋
の
日
の
さ
す

弓
立
清
美
(
見
奈
良
)

一
仕
舞
湯
に
浸
れ
ば
納
屋
よ
り
籾
乾
く
香
の
し
て
今
日
の
ひ
と
日
終
り
ぬ

高
須
賀
京
子
(
上
村
)

一
秋
草
の
生
ふ

る
畑
の
タ
光
に
臼
じ
ろ
句

、
山
梨
の返
り
花

恒
岡
寿
々
子
(
樋
口
)

一
台
風
に
倒
れ
し
ま
ま
の
コ
ス
モ
ス
は

地
を
這
ひ
な
が
ら
丈
低
く
咲
く

相
原
妙

子

(北
野
田
)

L
』
ドa

J
ヨ
ヨ
，
，

d
a
E
a
・

特
選
五
句

岡
本

健
治
選

句

八
木
美
恵
子

伊
賀
ツ
タ
エ

大
西
孝
子

星
川
千
栄
子

山
内
澄
子

(
牛
測
)

(
志
津川
)

(
田
窪
)

(
牛
測
)

(
上
林
)

上
岡
喜
久
子
選

越首
智藤

窪窪

秀
子
(
田

貞
チ
(
田

中
本

幸
子
選

新春の催し物
園日時 1 月 5 日 (日)

1 3~寺 - 1 6時

口ドロ三引弁 会場 町民会館 1 I借和室
兼題 なし

因席題 当季雑詠 l 人 3 句
入賞句数 特選 5 ~J) 

圏 人選 10'0)
選者 近藤良郷先ノI~

四日時 1 月 5 日 (日)
13 : 30 -15 : 30 

園会場 開] 民会館
l 階婦人室

因題 「美しい J r約束」
圏 「こたつ」

選者 上|尚喜久 子 先生

~ 日時 1 月 12 日 (日)
1 3時一 16時

園場所 凶書館 3 階
「民~ 題 当季雑詠 3 首以内

投稿 12 月 25 日必着

区に~ 山 j 民会館あて投稿
選者 中本 幸子 先生
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ぬ?
'11 

乃ヴ=tρ重
あ信

ごり町
ざが青
いと年
まう団
しで I ~ 

た j
す

新
団
員
募
集
中
グ

( 小・中学生優秀作品入選者 )

匡E

文化協会長'[究
(拝芯小 4 {I') 
高橋 彩

~でがま皇賞:
(~UiJI : 小 2 年)
青木和1純

IlIf 1主主I

j-_/最良介

教育長賞

直杢l
~IJ 長'此

(1キj 古 川一 小 4 {F-) 
和以作美
教育長賞
( 1 山ネノl 、:31n 
{:If.{i' 1 :ム'史

文化協会長tt

{!L{I'I IIJ.J 尖

特A皇賞
(r~î J i 介小 5"jC)
山本 NW主

重量 て;J
4Jー Ubl 片品工 . ') ? メ i
1IIrt,_ ,.' i Jム ー ，ーー
ぎ :<7"' t込 昏<= l- 、 ι事

旨E印刷4以~
文化協会長'~t

(返信中 2 正ド )
吃本竜虫1 1

特ーi3皇賞
(重信 中 :3 i�) 

竹Jj>: ~;n '1J 

大震1
1 時|
持盛]

の青農
み空集

3 市団況
ん

/
Y
F
 4
 

•• , 

明・

‘ 

円

、
J

-E
F

n
a

四
n

F
、

，
E
E

、

一人でれる子いませんか'三
文化協会長賞

(r.f.j 古 Jj:小 5 :1ド)
波部美沙

特選賞
(卜J本ノj 、 :11j'-)

山 11 {な利l

開 fl~'1t
(itj ~f )1υl 、 6 1F)

山良裕美 f
教育長 11:

(卜J本小 :1 {I') 
森 il洋

直面

一
O

は
ち
ま
き
の
ま

ま

の
食
卓
祭
り
の
夜

一
北

吉
井
小
六
年

一
o

せ
ま
い
み
ち
お
み
こ
し
の
ひ
と
は
み
る

一

拝
志
小

一
年

一
o

糸
か
た
く
ま
い
て
け
ん
か
の
こ
ま
ま
わ
す

一

持
志
小

・

一年

一
o

き
ん
も
く
せ
い
ふ
と
ん
の
な
か
ま
で
つ
い
て
く
る

北
古
井
小

一
年

一
O

え
ん
見
の

子

が
き
た
ぞ
と
牛
が
か
お
を
出
す

叫什土
心
小

一
中
学
生
の
部

一
O
台
風
の
去

っ
た
出
に
父
立
ち

つ
く
す

一o
看
護
婦
さ
ん
金
木
犀
を
ほ
押
し
て
い
る

一
0

時
雨
降
る
く
た
び
れ
き

っ

た
制
服
に

一o
帰
り
道
煙
目
に
し
む
野
焼
き
か
な

一
O

台
風
が
お
と
し
た
ざ
く
ろ
ま
だ
う
れ
ず

重信町菊花展

光
成
男
高

千
子

義
完
圭
光
沢
宮

北
町
上
北
九

原

大
和
形
大
石
菌

町 長賞

111 1'議会議長賞

中央公民館賞

農 協組合長賞

Ifl-j 工会長賞

郵便局 長賞

、
、

・
・
・
・

4

,, 

短
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-
中
学
生

小
学
生
の
部

特
選

五
句永

野

日栄

松
末
幸

一
郎

{f. 

重
信
中

二
一年

第
二
養
護

一
年

重
信
中

一
二年

重
信
中

毒

一
一年

早
稲宏
一一
-口
h
「

←
一
トT

」
z
t

一
，

4
1
・
『
・
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A
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圃
圃
E問
国E

心
を
育
て
る
同
和
問
題

「

物
を
得
て
心
を
失
う

」
と

昌
わ

れ
ま
す

。

今
日
の
社
全
は
確
か
に
物

の
面
で
は
豊
か
に
な

っ

て
き
ま
し
た

が
、
心
の
安
ら
ぎ
は
得

ら

れ
て
い
な

い
よ
う
で
す

。

し
か
も
私
た
ち
の
身

の
回
り
に
は
、

一止
し
い
も
の
の
見
方
、

考
え
方
を
阻
害
す
る
差
別
や
偏
見
が

あ
る

の
で
は
な
い
で
し

ょ

う
か

。

ぷ、

個
人
の
意
識
の
中
で

の

人
は
だ
れ
で
も
欲
望
が
あ
り
ま
す

。

そ
れ
が

、

す
べ
て
か
な
え
ら

れ
れ
ば

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
な
え
ら

れ
な
い
と
き

、

だ
れ
で
も
、
そ

の
は

け
口
を
求
め
が
ち
に
な
り
ま
す

。

そ

れ
は
、
仕
事
で
あ
っ

た
り
、
趣
味
で

あ

っ
た
り
す
る
わ
け

で
す

。

と
こ
ろ

が
、
他
と

比
較
し
て
人
を
見
下
し
た

り
、
傷
つ
け
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
そ

れ
を
見
出
そ
う
と
す
る
よ
う

な
場
合
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ

、
.

。

よ
l

ム
以例

え
ば
、
自
分

の
こ
ど
も
の
た
め

を
忠
っ
て
い

っ
て
い
る
つ
も
り
で
も

「
あ
ん
な
子
に
負
け
た
ら
い
か
ん
」

と
い

っ
た
比
較
の
中
で
J
n
っ

て
い
る

こ

と
は
な
い
で
し

ょ

う
か
。

ま
た

、

「
家
柄
が
よ
い
」
と
考
え
て
い
る
た

め
に
、
家
柄
の
良
し
悪
し
で

他
人
を

軽
焼
し
た
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
な

い
か
。

も
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

る
と
す
れ
ば

、

佃
人
の
与
え
方
が
し

'7" し幸良広

①

自
分
た
ち
の
ほ
う
が
、
昔
か
ら

あ
の
人
よ
り
上
流
と
思
っ
て
自
ら

を
な
ぐ
さ
め
て
い
る
心
理
が
あ
る
。

②

ね
た
み
意
識
を
「
税
金
の
ご
ま

か
し
」
で
攻
撃
的
に
示
そ
う
と
し

て
い
る
と
い
う
こ
と

。

③

他
の
優
位
性
を
け
な
す
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
た
ち
の
結
束
を
強
め

よ
う
と
し
て
い
る

。

お
旺
い

に
手
を

つ
な
ご
う
と
い
う

こ
と
は
よ

く

d

い
ま
す
が
、
つ
な
ぐ

範
聞
が
限
ら
れ
て
く

る
と

、

一
つ
の

集
同
意
識
に
凶
ま

っ
て
、
他
の
集
団

に
対
し
て
敵
怠
や
偏
見
を
も
つ
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

偏
見
を
な
く
す
る
た
め
に
は

ま
ず
「

個
の
確
立
」
を
は
か
る
こ

と
で
す

。

偏
見
の
強
い
人
は
、

何
か

'円
分
を
越
え
た
権
力
に
頼
ろ
う
と
す

る
傾
向
が
強
い
と
い
わ
れ
ま
す

。

判

か
に
頼
っ

て
解
決
し
よ
う

と
い
う

剥

• 

冬
の

尻
島
切
の
ご
案
内

冬
の
一
大
体
観
測
の
参
加
者
募
集
を

行

っ

て
い
ま
す

。

。
日

1

月
叩
日

幽

1

月
日
日

出

山
犬
の
場

合
の
，r

備
H

l
H

U
H
刷

。
時
間

い
ず
れ
の
日
も

会
十
後6
時
叩
分
1

8

時
却
分

。
会
場

凶
書
館
大
体
観
測
宝

、

他

。
募
集
人
員

叩
名
(
先
著
順
)

。
申
込
方
法
・
先

重
信
町
民
会
館

宮
⑩
1
5
0
0

社
会
教
育
課

へ
屯
「

州
で
中

し
込
ん
で
ド

さ
い

。

重
信
町
教
育
相
談
室

青
少
年
の
非
行
防
止
、
い
じ
め
、

登
校
拒
否
、
異
性
関
係
、
進
学
、
税

引f

の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

上
の
諸
問
題
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

。

日
時

毎
週
水
曜
日
日
時

l

げ
時

場
所

凶
書
館
三
階

電
話
で
も
よ

い
し
、
直
接
来
館
さ

れ
て
も
結
構
で
す

。

お
子
さ
ん
か

ら
の
電
話
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

fi64 -3437 へ

1
1
イ
~
な
い
か
ら
で
は
な
い

お
囲
碁
将
棋
大
会

で
し
ょ
う
カ

c

-

女
場
所
町

民
会
館

み
ん
な
の
意
識
の
中
で

一

2
F

ト
人
ホl

ル

一
女
日
時

1

月
5

日

倒

井
戸
端
会
議
で
、
あ
る
娘
さ
ん
の
-

女
受
付

午
前
9
時
i
9
時
初
分

結
婚
の
荷
物
に
大
変
豪
華
な
も
の
を
一女
対
局

午
前
四
時
1

午
後
4

時

制
度
し
た
こ
と
が
話
題
と
な
り
ま
し
一女
級
別

A

・

B

-

C

級

た
。

人
が
、
「
あ
れ
き

っ
と
税
金
を
一
女
参
加
資
格
町

内
に
佐
住
、
勤
務
、

通
学
者

X
は
闘
碁

・

将

こ
ま
か
し
て
い
る
ん
だ
わ

」
と

一一一-M
L

棋
愛
川
町
会員

も
う

一
人
は
「
え
え
、
き

っ
と
そ
う
-
-

女
参

加
費

一 、

0
0
0

円
(
弁
古

代

よ

」

と
答
え
た

。

こ
の
.

一人
に
は
、
一
を
合
む
)

-
m惜
の
集
同
心
削
引
が
働
い
て
い
る
と
一
(

学
生
は
五
O
O
刊
)

い
え
ま
し
ょ
う

。

-

女
申
込
締
切

は
け
お
H

附
厳
守

一
女
申
込
方
法

町
民
会
館
に
あ

る

山
中
込

お

に
、
参
加
す
る
級

別

を
記
入
、
、

つ
O
O
川

を
添
え
て
ド
さ
い

。

{
屯
ぷ
は

γ小
川
d

)

さ
が
出
て
く
る
の
で
す

。

そ
れ
を
補
一

お
う
と
す
れ
ば

、

人
の
欠
点
を
あ
げ
、
­

見
下
げ
る
刈
象
と
な
る
人
が
必
要
に
­

な

っ
て
く

る
の
で
す

。

こ
れ
を
な
く
­

す
る
に
は
、

自

分
な
リ
の

j
し
い
判

一

断
力
を
持
ち
、
自

信
と

誇
り
を
も
っ
，

こ
と
の
で
き
る
人
を
つ
く
る
こ
と
が
一

大
切
で
す

。

一

次
に
社
会
規
範
を
確
立
す
る

こ
と
一

で
す

。

そ
の
た
め
に
は
、

①

お
互
い
の
生
活
を
知
る

。

一

②

心
を
聞
い
て
話
し
合
う
場
を
つ

一一

く
る

。

一-

③

共
通
し
た
目
的
に
向
か
っ
て

二

緒
に
何
か
を
す
る

。

一

以
上
の
こ
と
を
と
お
し
て
、
お
斤
一

い
に
偏
見
を
正
し
て
い
く
こ
と
が
、

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す

。
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愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー
の

技
術
指
導
講
習
会
の
ご
案
内

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

対
象
内
職
を
希

望
す
る
家
庭
婦
人

日
時

1

月
日
日
叩
i
2
月3
日
間
ま
で

の
聞
の
(
土
曜
、
日
曜
及
び
悦H

を
除
く
)
四
日
間

9

時
叩
分
i

日
時
却
分

申
込
締
切

は
月
初
日
幽
ま
で

和
裁
(
中
組
)

対
象
内
職
を
希
望
す
る
家
庭
婦
人

日
時

1

月
比
日
ω
1
2
月
犯
日
幽
ま
で

の
問
の
(
毎
週
3
日
、
火
、
木
、

金
)
幻
日
間

9
時
叩
分
1

日
時
叩
分

申
込
期
間

ロ
月
初
日
制

の

1月10日肱
~110書の目』

)
 
-l
 
(
 

ワ
ー
プ
ロ
(
日
商
検
定3級
)

日
時

1

月
却
日
叩
i
3
月4
日
附
ま
で

の
聞
の
(
土
限
、
同
臨
及
び
祝
祭

日
を
除
く
)
幻
日
間

9

寺
ゆ
ユ
リ
1
5

寺
心
、
J

4
H
2
f
I
H
3
5
 

申
込
締
切
日
月
四
日
刷
、
印
日
胤
聞
の2

日
開
。
9

時
1

日
時

会
場
・

申
込
←
刀
法・
定
員
・

受
講
料
等

は
い
ず
れ
も
左
記
の
と
お
り
で
す
。

定
員

い
ず
れ
も
叩
名

受
講
料
無
料
(
教
材
費

一
郎
自
己
負
制
)

松
山
市
山
越
川
4
5
0

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

合
⑮
2
2
0
1

受
講
希
禁
事
刊
は
、

印
鑑
持
参
の
上
、
右
記
へ

四
回
闘
閏
間

一畑
一職
域
愛
好
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
成
績
表

一第
一

後
期
リ
l

グ

(
8月
お
日
i
m

月
初
日
)

一
部

6 5 4 3 2 1 1 )1頃

」ヒ
1ニ.

t通 4お チペム、

i.f!: 
2守 林 i長IJ 仁l ク
}II 

フ
ム|

J11 A A A A フ 名 |

。 2 3 3 5 6 勝

5 3 5 3 2 負

1 。 。 。 。 分

4 4 2 4 3 2 iTI 

部

6 5 4 3 2 )llti 

卜八 石平 午 f策 チ

石
決IJ 養

反 フ イ
林 ク イ

J也
フ
ナ l長 グ ム

/レ

D A フ ス A ス 名

2 5 5 6 9 勝

8 7 5 4 3 l 負
。 。 。 。 。 。 分

l 1 1 0 1 1 。 河ョ

部

6 1 5 4 3 2 1 1 )1頃

ド 見 け| 第 EO チ

~~同.: -1 r巨

中本 ク メ

良
フ
y ム

8 A 十i ;軍 フ 、、I 名

2 3 4 4 5 5 !日普

5 5 5 4 2 2 負
。 。 。 。 1 分

212111213 号恒1

四

部

5 2 212 1 1 )1国

11I 横 1 -- 機 チ

i安
b曲

コ
中本

ス |守| ム
モ

ス C B B 11也 名

1 1 3 313 8 I!惨

6 1 4 4 1 4 0 負
。 。 010 0 分

o lNi 

五

部

6 5 1 4 3 2 1 11 1頃

下牛 明 .l j)lj 重 チ

決IJ |詞

林 ク 林 ク

フ フ
ム

C フ i也 A フ
，、~. γ3 

l 2 3 3 6 6 IJ券

6 υ 「 「υ 3 l l 負

2 。 l 分

2 2 3 2 2 iTj 

ーノ、

部

514 3 2 1 1 )1阪

j¥ 凶 南 予i~足L チ
聖子

1又 |干 |

口
す今 i自l't;l, 

J也 ク
ム

フ
J易 名B B フ B 

。 3 4 4 5 IJ券

6 3 3 2 2 負
。 。 。 。 。 分

2 2 1 1 2 1 1 j:FJ 

七

音日

6 5 4 3 2 1 1 )1阪

新 見 IIJ l司 チ.l二ρ

十l "ノ己』記、 村
窪 1 ;祭
;:Itl 1 ノ f

ク ゴ
上込 1手 ワ }II ム

フ jレ

フ B タJ ス フ B r, 
3 3 4 4 4 IJ券
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以IJ ノ
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C I也 タ 日白ケj; "且，し l�(i] 1', 

2 3 G 7 7 1路

7 6 5 1 4 2 2 tl 
。 。 。 。 。 。 分

2 2 2 。 1 11:I:j 

相談
無料

秘密
厳守

各
種
相
談
所

松所 IJ 300 館 4 ¥ ¥0 会 13 0 2 (木)0 H寺 。
LlJ 分日 1 T 11 15 日 見日 l義 H寺 H 日
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閉
園
図
面
目
E
死

亡
(
お
悔
み
)

i先手IJ 1恩!浩敏行HlJ
tr.Îl~ 也 史 一 日 IJ 斗

瑞j 1判只 !/:; r. 崇
央

1~ k t専介 ~t !ffi 

10 10 10 10 10 10 10 

:ll 29 26 25 U� 15 14 

織樋 ~t-. 見 ド 1 . III 卜 住
i's、、長

!京 1 1 �IJ l~ 林林径林 戸万

|前l 谷大 iJ主 村寸I li京:.~:伊日 氏本 Pf ~仁日1I 藤野
'l:). ウ カカ

}i;村正 7 1始I;!、1I ヅツ 伝 名)L ノ ヨヱ ・栄男

年
日:) 91 HI) :>0 H4 H7 61 67 

/寸\ヲ
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東温消防職員募集
東i品消防署に勤務する消防職員を次のとおり募

集します。
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5 . 受験手続き

千成 3 i:p12YJ26 日 (桐までに所定の申込書を総務

課に提出。 (Jm全は総務 ;j~~へE⑩200 1)

tfJ 1~ 

l 名

JJ 11 fl れ 11.¥ |問 J品 l‘)r 
16(m IJt 剥!"j"級③ 1 :UO -1 S: 30 11I J 以会 fií\

17 (火) f 向けいがん ・ 字しがん杉bi合 1 :l : 00 -1 ~ : 00 I'IJ 以 会 館

ト一一一一 対象 (30歳以上の(.cYU

1 8(.本) {-',':!; It ~ 、がん・礼がん検f診 I:l :00-14 :00 |林 公L(館

人材f相談 10 目 。。一 1 5:00 i支持j 会 J品不
ー . . .. .・F 晶

1' L 児検"会
1 9(ね

対象(、J'IJ比 :l fj'. 2 J J ・ H Jj 13: :W - 14 ・ :10 ~I J 以 会打:

ノ|まれの乳児)
12 

(-'t:\'けいがん ・ 干しがん検1珍
20(1::) 13 :00 -14 :00 111] 以 会館

対象 (;lO歳以 l の {，( ，ru

22([.1) 叫'1 a干|宍 友愛内科・小児科 怯 111 Ji i ノド il~~ 1r fi�6 -G2(j2 

λ: ';;.1，1重 ' 1 : 1 1

HL 1 1 のため、ごみ以 1長はいたしません。 26 H I，f;)に n'， して ドさ い。
2 :l(~J) 

ィ、 JI J }、は ï'!\' 1-.11\ 、たしません。 I JJüll U lI 1こ辿れてきて l' さ \ ' 0

、"，aí- I記 ~ t 1 Jí'it"j 終 Jf~ 外干:1 松 1 11"i ・ 1':Ji'11I]' fi7fi -:1753 
n 

ィ、燃ごみ IliIJIY. II

[. 9: 十 1 2::lO [IH J 以会館25(1~) l止税;:・級④ I・j~(HM)

1 1:11止健l主保険脱::i\6則 I 'I /;山資J京脱~mll ' 水道料金 1 0 ・ 1 1 )1 納刷版

26(,f;) 心配ごと相談j川 13 :00-1;' :00 役場会議本

27(例 'i'¥' Ti " 1: ' 1も納め

28(1:) キIl大ごみ I"I~)( I1 (指定の Jt~Jif!'へ ' [' liij 101昨 までに n r， して 卜 さ L 、)

29(11) ゴl 1fi:. 1天 111 立療養 li)j愛総病院 償il'} 1京 fi64 -2.111 

:l l(火) 1 2 )1 31 11 - I}1 3 11 まて\こ'み JI Y.!l ・ し!ポ~f1H はf;t，みますu

J乙 LI
1 (I/() 

、11 番|埠 '1'川外利 ・|竹村 松J.I I r1 i 砕l悔本間r fi7(j -7811 

2 (村 勺爵l矢 凶'l'J内科 7 リニ ソク 午訓l 合64 -~200 

3 (付 ~'~I f書 |失 画 j;; 7 リニ γ7 志Hり 1 1 合(j4 - 11 88

-1 (j-) ，1: '1も lf. ìめ

5 (11) 、~ /11: 1朱 ノ1>: 1111人Jfl 松 111 ， h~t締本田l 合76 ー líRH

(;(/1) 飽J;!t -l'll ;i:k 1:1:00-14 :00 111]' L( 会 航

91,f;) 心円己ごと机 Li実 l リi 1 3 :00 - 15 : り日 役場会 ，;品不

ィ、燃ごみ I" I 'IY.ト|

H ilH~ ( 干恥li{?) (1:心

{ltf;fi(�) 
1 0(付

111]' L( i~ �'t': ~，t ~< (、1'1&)じ年7.1 -12 ,:1I 14 :00 - I,j ::10 

ノ | まれの針及び(;，謀本 < 1出iの

..K{産科 }'il

11(1:) jJ，):.t品 1 ~I)j 11 
)1 

松IIJ ，J i北締本間]121[1) 、口Iff l記 'IL;{ I人H品jp:';: fi75 -0091 

l広人の I1 !此人λ '2: j ・ J 911¥ IlIr L(会自Î:

1 5(中) ‘ "1 ~干 |矢 iJÌl'日 l í lλl 科 松山 "iltj怖本1111 fi75 -22:12 

ごみ収集休みます。 I H11 ( I :){ こ IJj J， して |、さい 。

礼V4催"全

11;1村 対象( 1-1 :1 1j'.~ JJ. D 11'1: 1:1 ::lO-14::lO 111 1 以会的1

まれの干し児 )

[9(11) 、 " dlH;'; l王|立縦接 I'fr受媛病院 t黄 ;;'lll担 ままG~ -2411 

平成 3年12 月 16 日~平成 4年 1 月 19 日


	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part103.pdf
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part104
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part105
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part106
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part107
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part108
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part109
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part110
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part111
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part112
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part113
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part114

